
日
本
共
産
党
の
街
頭
演

説
会
が
山
形
駅
前
で

日
21

開
か
れ
、
野
党
統
一
の
舟

山
や
す
え
参
院
選
山
形
選

挙
区
予
定
候
補
＝
無
所

属
、
日
本
共
産
党
の
い
わ

ぶ
ち
友
、
石
山
ひ
ろ
ゆ
き

両
比
例
予
定
候
補
が
必
勝

を
訴
え
、
小
池
晃
書
記
局

長
が
演
説
を
行
い
ま
し

た
。応

援
弁
士
と
し
て
「
安

保
関
連
法
に
反
対
す
る
マ

マ
の
会
や
ま
が
た
」
の
佐

藤
希
さ
ん
、
「
戦
争
や
ん

だ
！
お
き
た
ま
の
会
」
の

青
木
文
雄
さ
ん
が
訴
え
ま

し
た
。

演
説
会
に
は
１
０
０
０

人
が
参
加
。
鶴
岡
・
田
川

か
ら
も
党
後
援
会
が
主
催

し
大
型
バ
ス
２
台
を
チ
ャ

ー
タ
ー
す
る
な
ど
、
多
数

参
加
し
ま
し
た
。

舟
山
氏
「
今
回
の
選
挙

は
安
保
法
廃
止
に
つ
き

る
」舟

山
氏
は
、
「
今
の
政

治
は
危
な
い
と
危
機
感
を

持
つ
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

多
く
の
政
党
の
決
断
の
下

に
、
統
一
候
補
と
し
て
一

本
化
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

す
で
に
候
補
者
と
し
て

活
動
を
始
め
て
い
た
石
山

ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
に
も
感
謝

と
敬
意
を
申
し
上
げ
た

い
」
と
切
り
出
し
、
「
今

回
の
選
挙
は
安
保
関
連
法

を
廃
止
に
持
ち
込
む
こ
と

に
つ
き
る
」
と
述
べ
、「
こ

の
山
形
か
ら
大
き
な
の
ろ

し
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
子
ど
も
た
ち

が
卒
業
文
集
に
将
来
の
夢

を
〝
正
社
員
〟
と
書
か
ざ

る
を
え
な
い
現
実
は
、
雇

用
を
破
壊
し
て
き
た
国
の

政
策
に
よ
る
も
の
だ
。

企
業
の
側
だ
け
を
み
る

安
倍
政
権
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
や
働
く
も
の

の
た
め
の
政
治
は
実
現
で

き
な
い
。

雇
用
破
壊
も
消
費
税
増

税
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
野
党
の
力

で
止
め
て
い
こ
う
。

与
党
は
巨
大
な
組
織
力

で
向
か
っ
て
く
る
が
、
私

た
ち
は
負
け
な
い
。

市
民
一
人
一
人
の
小
さ

な
声
を
結
集
し
て
大
き
な

大
き
な
う
ね
り
を
つ
く

り
、
間
違
っ
た
政
治
の
方

向
転
換
を
実
現
し
よ
う
」

と
力
強
く
訴
え
、
街
頭
い

っ
ぱ
い
の
拍
手
と
喚
声
が

起
き
ま
し
た
。

小
池
氏
「
舟
山
さ
ん
は

私
た
ち
と
心
一
つ
に
政

治
変
え
ら
れ
る
候
補
」

小
池
氏
は
、
「
安
倍
総

理
は
私
が
最
高
責
任
者
だ

と
い
っ
て
、
歴
代
自
民
党

の
憲
法
解
釈
も
簡
単
に
踏

み
に
じ
っ
て
し
ま
う
。
憲

法
よ
り
私
が
偉
い
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に

民
主
主
義
の
国
で
は
な

い
。
１
日
た
り
と
も
こ
ん

な
政
治
を
続
け
さ
せ
る
わ

け
に
は
行
か
な
い
」
と
述

べ
、「

舟
山
や
す
え
さ
ん
は
、

私
た
ち
と
心
を
一
つ
に
政

治
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
候
補
者
だ
。

舟
山
さ
ん
は
、
農
村
社

会
の
基
盤
が
壊
れ
る
、
こ

ん
な
日
本
に
し
て
は
い
け

な
い
と
政
治
へ
の
道
を
決

意
し
た
人
だ
。

こ
ん
ど
は
安
倍
政
権
を

倒
そ
う
と
再
び
決
意
を
さ

れ
た
。
こ
の
決
意
に
応
え

て
い
こ
う
で
は
な
い
か
」

と
延
べ
ま
し
た
。

比
例
で
は
共
産
党
押
し

上
げ
を

そ
し
て
「
こ
の
選
挙
は

勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
県
民
の
半
分
以
上
か

ら
舟
山
や
す
え
と
書
い
て

貰
う
選
挙
だ
。
今
ま
で
の

幅
を
は
る
か
に
超
え
て
広

い
広
い
県
民
の
皆
さ
ん
に

訴
え
、
必
ず
自
民
党
に
勝

つ
選
挙
に
し
て
い
こ
う
」

と
訴
え
、
「
野
党
共
闘
を

全
力
を
あ
げ
て
進
め
て
き

た
日
本
共
産
党
を
伸
ば
し

て
頂
く
こ
と
が
、
こ
の
流

れ
を
力
強
く
前
に
進
め
る

も
の
に
な
る
。

戦
争
法
廃
止
と
安
倍
政

権
打
倒
の
た
め
に
、
比
例

代
表
選
挙
は
日
本
共
産
党

を
押
し
上
げ
て
く
だ
さ

い
」と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
加
藤
鉱
一
議

員
は
、
「
舟
山
や
す
え
さ

ん
は
、
小
池
晃
書
記
局
長

の
演
説
に
要
所
要
所
で
う

な
ず
い
て
い
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。
野
党
統
一
で

安
倍
政
権
を
倒
す
壮
大
な

選
挙
戦
が
予
感
さ
れ
、
わ

く
わ
く
す
る
思
い
で
聞
い

て
き
た
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
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菅 井 巌
中 楯 9 6
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日本共産党演説会
６月３日(金)19:00～20:30

鶴岡市勤労者会館

弁士：高橋ちづ子衆院議員
石山ひろゆき党県青年学生

対策委員

舟山やすえ前参院議員

「守れ憲法、守れ民

主主義」市民集会
６月２日(木)18:30～19:30

鶴岡公園やすらぎ広場

舟山やすえさんも挨拶をお

こないます。

聴衆の声援に応える左からいわぶち比例候補、小池書記局長、舟山選挙
区候補、石山比例候補＝２１日、山形駅東口

歩道をいっぱいに埋めた聴衆



上
郷
地
区
の
「
大
荒
・

里
山
の
自
然
と
住
民
の
生

活
環
境
を
保
全
す
る
会
」

は

日
、
鶴
岡
市
長
宛
の

20
『
「
大
荒
地
内
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
」
候
補
地

に
関
す
る
申
し
入
れ
書
』

を
佐
藤
市
民
部
長
に
手
渡

し
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。会

か
ら
は
、
佐
藤
安
太

郎
代
表
ほ
か
４
人
、
市
か

ら
は
佐
藤
市
民
部
長
、
有

地
廃
棄
物
対
策
課
長
が
対

応
し
ま
し
た
。

佐
藤
代
表
は
、
「
大
荒

地
内
を
水
源
地
環
境
を
整

備
す
る
里
山
と
し
て
再
生

し
史
跡
文
化
財
の
『
須
恵

器
の
窯
跡
』
と
そ
の
周
辺

の
保
全
が
必
要
。
処
分
場

予
定
地
は
日
本
海
か
ら
の

強
風
で
周
辺
集
落
へ
の
影

響
が
大
き
い
」
こ
と
な
ど

を
上
げ
、
最
終
処
分
場
候

補
地
を
取
り
下
げ
る
よ
う

に
要
請
し
ま
し
た
。

佐
藤
市
民
部
長
は
、
申

し
入
れ
の
内
容
を
検
討
す

る
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
に
は
、

加
藤
太
一
市
議
も
同
席
し

ま
し
た
。

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月19日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設狩谷野目３号ほか改良工事（羽黒
町狩谷野目地内ほか）
(株)庄司建設 34,250,000円（34,999,000円）工期～9/30（落札率97.9％）
・市公共下水道事業 汚水19I022-1号マンホールポンプ新設工事（青龍寺地内）
山形空調(株) 9,320,000円（11,304,000円）工期～9/26（落札率82.4％）
・市公共下水道事業 汚水11C127号新設工事（東原町地内）
山形空調(株) 18,580,000円（19,160,000円）工期～9/12（落札率97.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月19日入札分

・市立鶴岡第三中学校改築機械設備工事
低入札価格調査のため落札決定保留中 － （314,050,000円）工期～30/3/16
・市立鶴岡第三中学校改築電気設備工事
配工・大同・ハクヨウ特定建設工事共同企業体

213,000,000円（220,400,000円）工期～30/3/16（落札率96.6％）
・市立鶴岡第三中学校改築工事
佐藤工務・十和建設・山口工務店特定建設工事共同企業体

1,700,000,000円（1,716,000,000円）工期～30/3/16（落札率99.1％）

2016年原水爆禁止 国民平和大行進
６月１８日（土） ６月１９日（日） ６月２０日（月）

9:00 庄内町引継ぎ集会 8:50 出発集会 8:50 やすらぎの広場集会
9:30 出発 9:00 随神門前出発 9:00 鶴岡市役所出発
10:00 乗慶寺 9:20 正善院 9:20 禅龍寺
10:30 宝護寺 9:50 金剛樹院 10:10 旧７号交差点
11:00 眞秀寺 10:45 藤の花Ｔ字路 10:40 かぶモニュメント
12:00 洞泉寺 11:00 藤島庁舎歓迎集会 11:00 あつみ温泉駅
12:30 猪子公民館 11:25 大洞寺・種耕院 11:10 温海庁舎歓迎集会
13:30 押切郵便局出発 12:00 昼休み 昼休み
14:10 三川町 13:00 鶴岡駅出発集会 12:30 出発

歓迎集会 13:25 日吉町アーケード 12:40 釜谷坂トンネル
14:40 出発 13:30 山王通り 12:50 ＪＡたがわｵｰﾄﾊﾟﾙ
15:00 ラコス 13:36 銀座通り 13:00 鼠ヶ関関所跡
15:10 多福院 南銀座通り 13:30 弁天島ﾋﾞｰﾁｾﾝﾀｰ

13:50 常念寺 新潟へ引継ぎ集会
14:25 朝暘第一小学校

美原町交差点
15:00 鶴岡市役所歓迎集会

平和観音霊場などの寺院を巡礼し、戦争犠牲者と広島・長崎の原爆犠牲者の皆様にご
冥福の祈りをささげます。

護
費
の
特
別
基
準
の
周
知

と
適
用
拡
大
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
お
こ
な
う
な

ど
、
住
民
の
要
望
・
要
求

を
取
り
上
げ
て
運
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

鶴
岡
生
活
と
健
康

を
守
る
会
（
遠
藤
喜

一
郎
会
長
）
の
第
35

回
総
会
が

日
、
双

15

葉
町
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
生
健
会
は
１

月

日
に
鶴
岡
市
と

29
自
治
体
交
渉
を
お
こ

ま
た
会
員
の
交
流
の
場

と
し
て
新
年
餅
つ
き
大
会

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
年
度
の
活
動
方
針
で

は
、
戦
争
法
を
廃
止
し
、

平
和
と
住
民
の
く
ら
し
を

守
る
運
動
や
相
談
活
動
の

態
勢
強
化
を
決
め
ま
し

た
。総

会
で
は
会
長
に
遠
藤

喜
一
郎
氏
、
副
会
長
に
根

守
康
次
氏
と
菅
井
巌
氏
な

ど
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。加

藤
鉱
一
市
議
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
、
挨
拶
し

ま
し
た
。

な
い
、
「
生
活

困
窮
者
の
福
祉

施
策
に
関
す
る

要
望
書
」
を
手

渡
し
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
い
て

設
置
さ
れ
た
自

立
支
援
セ
ン
タ

ー
（
市
役
所
１

階
）
の
取
り
組

み
や
、
生
活
保

卒
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

☆
平
成

年
３
月
現
在
の
山
形
県
の
再

28

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
量
等
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
（
下
表
）
。
県
は
平
成
24

年
３
月
、
「
基
本
構
想
」
と
「
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
な
る
「
山
形
県
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
」
を
策
定
、
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
で

年
間
で
原
発

20

１
基
分
に
相
当
す
る
１
０
０
万
㌔
㍗
の

電
源
・
熱
源
開
発
を
め
ざ
す
」
と
打
ち

出
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
前
期
計
画
の

中
間
年
と
し
て
、
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
見

直
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

☆
開
発
量
か
ら
言
え
ば
、
平
成

年
ま

32

で
８
年
間
の
目
標
の

・
７
％
ま
で
到

59

達
し
ま
し
た
の
で
「
順
調
」
と
言
え
ま

す
。

☆
問
題
は
、
太
陽
光
の
大
部
分
を
県
外

資
本
が
占
め
る
等
、
基
本
構
想
で
う
た

わ
れ
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
等
を
通
じ
た
産
業
振
興
」
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
で
す
。
「
地
域
に
お

金
が
回
る
」
仕
組
み
を
引
き
続
き
追
求

し
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

開発量

電源 風力 5.0

太陽光 22.5

ﾊﾞｲｵﾏｽ 7.1

中小水力 1.9

地熱等 0.0

熱源 ﾊﾞｲｵﾏｽ 2.3

その他 0.9

合計 40.2

※単位：万キロワット。

計画も含む。


